
株式会社ベネッセコーポレーション

学年 教科等 単元等 活用アプリ

小4 外国語 文房具セットづくり オクリンクプラス

文房具セットを作り、友達と伝え合う

準備：

・共有コードを使用してカードを取得する。
・「自分の文房具セット」、「友達の文房具セット」のカードを子供たちのマイボードに送信する。
授業の流れ：

1. 先生が「words」カードを提示する。使用する文房具の英語表現を全体で確認し、発音を復習する。
2. 文房具の種類や数を伝えるフレーズを全体で練習し、ロールプレイを行う。
3. 活動の流れや操作方法（コピー、貼り付け）について説明を聞く。
4. ペア（AとB）になり、最初の役割を決める。Aは「自分の文房具セット」Bは「友達の文房具セット」

のカードを開く。
5. Aは2、3枚目のカードから文房具をコピーして、1枚目の筆箱のカードに貼り付けながら、文房具セッ

トを作る。このとき、作った「自分の文房具セット」はBには見せない。
6. Aは自分の作った文房具セットを、英語でBに伝える。（例：I have two pens, blue and
yellow.）BはAから聞いたとおりに、文房具セットを作る。

7. 伝え終わったら、タブレットの画面を見せ合い、同じ中身のセットになっているか確認し合う。
8. 役割を交替して、同様の活動を行う。
9. LIVEモニタリングを使用して数組のペアが作成した文房具セットを提示しながら、作り方や工夫した

点、うまくいかなかった点を発表する。

• コピーと貼り付けで簡単にタブレット上で文房具セットを作ることができます。
• 「I have ～.」と、伝える活動だけでなく、「Do you have ～？」と尋ねる活動や、身近な
人のために文房具セットを作り、それを紹介する活動でも利用可能です。 pb01K44N0ZGZ32AT6T7Y6Z41G13S

ICTサポータの活用事例
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